
フジタ・東亜・青木あすなろ・大豊・本間・河北・佐藤ＪＶ 

１日も早い災害廃棄物処理を目指します 

 はますな通信 

 7月5日に職長会主催の安全大会を実施しました。 

 今回は、のど自慢大会にさくらんぼ種飛ばし大会、スペシャルゲ

ストとして、民謡照桃会の皆様による民謡も披露され、いつも以上

に盛り上がりを見せました。のど自慢大会は参加者16組22名で、

ふだん聞けない美声を披露してもらい、種飛ばし大会での優勝者

はなんと16ｍも飛ばしました。 

 これから、暑い夏に向かっていきますが、体調管理を万全に作業

所一丸と 

なって業務 

を進めて 

まいります。  

職長会主催の安全大会を実施 しました        

２０１３年８月号（第１６号） 

  ８月の業務予定 

発行： 災害廃棄物処理業務（亘理名取ブロック（山元処理区）） 

     フジタ・東亜・青木あすなろ・大豊・本間・河北・佐藤 特定業務共同企業体 

     〒989-2202  宮城県亘理郡山元町高瀬字浜砂1-4 
      電話：0223-37-7451 

Ｑ：津波堆積物の処理を二次仮置場以外で行うというのは本当ですか？ 

Ａ：現在、フジタＪＶは宮城県より51万3千トンの津波堆積物の処理を受託していますが、この他に

山元町自らが処理する津波堆積物が23万7千トンあります。このたび、宮城県より山元町処理

分の一部の津波堆積物をＪＶで処理するよう要請がありました。二次仮置場の処理施設では受

託分のみで手一杯のため、二次仮置場南の後藤淵に処理施設を設置して津波堆積物を処理

することとなりました。7月に敷地造成、施設設置を進め、8月より処理を始める予定です。 

現場事務所でお世話になっています、

小泉と西野宮です。ヤード内の山積み

だったガレキの山もほとんどなくなってき

ました。敷地の仮囲いが撤去される日も

そう遠くはない事でしょう。一日も早く、

白い砂浜と緑の松林の美しい山元町の

海岸線がよみがえる日を願っています。 

山元ＪＶ 小泉（右）、西野宮（左）

事務員よりひとこと 

お問い合わせは 

0223-37-7451

まで 

   処分量（７月２０日現在） 

ゲストの民謡披露 さくらんぼ種飛ばし大会 

変更予定量（ｔ） 累計処理量（ｔ） 進捗率（％） 備　　　考

117,000 101,886 87% 主灰：29,124t、飛灰：3,173t

木くず 67,000 62,481 93%

混合ごみ 387,000 211,218 55%

コンクリートくず 170,000 207,144 122%

津波堆積物 513,000 488,035 95% かさ比重は1.46t/m3とした

コンクリート再生骨材 199,000 214,653 108%

津波堆積物処理土砂 782,000 636,454 81%

主灰搬出（小鶴沢） 13,500 6,191 46%
主灰搬出（亘理名取共立） 1,200 449 37%
飛灰搬出（仙南） 1,500 1,344 90%

新浜の仮置場等への搬出量

焼　　却　　量

搬入量

搬出量

主灰 650Bq/kg
飛灰 2400Bq/kg

二次仮置場の空間線量（μSv/h）
7月22日測定

0.032
0.063
0.055
0.147
0.034
0.118
0.305

金属くず
主灰保管テント内
飛灰保管テント内

※地上1mの高さ、廃棄物から1m
のところで測定しています

焼却灰の放射能濃度

事務所前
木くず

コンクリートがら
津波堆積物

7月23日
測定

第１週 第２週 第４週 第５週

【破砕選別工】

　災害廃棄物
運搬、破砕

　津波堆積物
 （二次仮置場）

運搬、選別

　津波堆積物
　　（後藤淵）

運搬、選別

　焼却灰固化不溶化処理
固化・不溶化

【搬出工】

　津波堆積土砂
新浜仮置場へ搬出

　コンクリートがら
新浜仮置場へ搬出

　主灰
小鶴沢処理場へ搬出

　飛灰

【焼却工】

　キルン炉・ストーカ炉
焼却

　バイオマス発電設備
発電

第３週

夏

季

休

暇


